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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

  本研究は、人工膝関節置換術後の肺血栓塞栓症発生と術中駆血帯使用との関

係、また血清 D-dimer 値が術後肺血栓塞栓症の診断に有用な血清学的マーカ

ーであるかについて明らかにしようとする臨床研究であり、目的は十分に妥

当である。 

 

２ 研究手法に対する評価 

  術前後に血清 D-dimer 値を測定し、術後に呼吸不全を認めた症候性の症例に

ついて肺血流シンチを行い、肺血栓塞栓症を診断し、血清 D-dimer 値の変動

を評価し、解析したものであり、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

  上記手法で解析した結果、人工膝関節置換術に駆血帯を使用することは、術

後の症候性肺血栓塞栓症発生と関連しており、危険因子と考えられた。また

血清 D-dimer 値は、人工膝関節置換術の肺血栓塞栓症の診断に有用な血清学

的マーカーであることを明らかにし、今後の術後リスクマネージメントへの

応用が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は、人工膝関節置換術後の肺血栓塞栓症発生の解明に

貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値

するものと判断した。 
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